
新新
年年
明明
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

つ
く
も
苑
建
替
え
は

跡
地
活
用
を
明
確
に
！

山
口
議
員：

現
地
を
調
査
し
た
。現
地
建
て
替
え
で

も
悪
く
な
い
と
判
断
し
た
。移
転
建
て
替

え
を
選
択
す
る
な
ら
跡
地
活
用
を
明
確
に

す
る
。跡
地
活
用
が
決
ま
ら
な
い
な
ら
移

転
は
し
な
い
。こ
れ
は
原
則
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
が
。

松
永
障
害
福
祉
課
長：

９
月
議
会
で
、
知
事
が
移
転
建
て
替
え

を
表
明
し
た
が
、
そ
の
際
残
念
な
が
ら
跡

地
活
用
を
地
元
に
提
示
で
き
な
か
っ
た
。

築
36
年
経
過
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
早
急
な
建
て
替
え
が
必
要
。

山
口
議
員：

こ
の
原
則
を
順
守
し
て
進
め
な
け
れ
ば

地
元
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

肝
炎
対
策
基
本
法
が

制
定
さ
れ
た
！

山
口
議
員：

念
願
の
「
肝
炎
対
策
基
本
法
」
が
臨
時

国
会
で
制
定
さ
れ
た
。
県
当
局
の
見
解
は
。

藤
田
医
療
政
策
課
長：

総
合
的
な
肝
炎
対
策
推
進
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
国
の
基
本

指
針
に
の
っ
と
り
県
の
役
割
を
果
た
す
。

他
県
よ
り
進
ん
で
い
る
が
さ
ら
に
充
実
さ

せ
た
い
。

山
口
議
員：

第
４
条
は
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
う

た
っ
て
い
る
が
長
崎
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
責
務
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

藤
田
医
療
政
策
課
長：

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
肝
炎
対
策

と
し
て
や
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
治
療
法

と
し
て
例
え
ば
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
投
与

な
ど
が
あ
る
。
国
と
連
携
を
図
り
進
め
て

い
く
。

山
口
議
員：

医
療
機
関
の
整
備
、肝
炎
患
者
に
対
す
る

経
済
的
支
援
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
。

藤
田
医
療
政
策
課
長：

公
費
助
成
が
中
心
で
あ
っ
た
が
生
活

支
援
と
し
て
障
害
者
手
帳
を
出
す
等
が

指
針
で
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
理

解
し
て
い
る
。

山
口
議
員：

肝
炎
患
者
の
方
は
個
人
の
意
思
に
は

全
く
関
係
な
い
国
の
責
め
の
部
分
で
不

幸
に
も
被
害
者
に
な
ら
れ
た
方
た
ち
で

す
。
肝
炎
基
本
法
を
通
し
て
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
救
わ
れ
楽
に
な
れ
る
よ

う
に
県
当
局
は
し
っ
か
り
手
助
け
を
し

て
欲
し
い
。

陳
情
型
政
治
が
廃
止
さ
れ

分
権
型
要
望
制
度
を
構
築
！

政
権
交
代
を
果
た
し
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し

て
３
か
月
が
経
過
し
た
。

改
革
が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

族
議
員
を
中
心
と
す
る
政
官
業
癒
着
の
温
床

と
な
っ
た
陳
情
政
治
が
廃
止
さ
れ
分
権
型
の

要
望
制
度
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
要
望
は
各
総
支
部
の
国
会

議
員
事
務
所
で
受
け
付
け
県
連
の
政
策
推
進

本
部
で
取
り
ま
と
め
民
主
党
本
部
の
幹
事
長

室（
組
織
委
員
会
）へ
提
出
し
ま
す
。

そ
こ
で
仕
分
け
作
業
を
行
い
各
省
庁
と
調

整
し
、
結
果
は
県
連
を
通
じ
て
要
望
者
へ
回

答
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
連
政
策
推
進
本
部
は
、
市
町
等
自
治
体

関
係
者
、
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
業
界
、
団

体
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
広
く
理
解
を
得
た

と
こ
ろ
で
す
。

公
平
、
公
正
な
要
望
制
度
に
対
し
て
期
待

す
る
声
が
大
で
す
。

（
私
は
、
県
連
政
策
推
進
本
部
で
農
水
経
済

部
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。）

新
し
い
時
代
の
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
希
望
の
新
春
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
選
挙
の
年
で
あ
り
、私
た
ち
諫
早
市

民
に
と
り
ま
し
て
は
春
の
諫
早
市
長
選
及
び

諫
早
市
議
会
議
員
選
挙
、夏
の
衆
議
院
解
散
総

選
挙
と
選
挙
に
明
け
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
夏
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
は
県
内
全
選
挙
区
で
民
主
党
候
補
者
が

完
全
勝
利
を
収
め
国
民
念
願
の
政
権
交
代
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
。
鳩
山
政
権
が
誕
生
し
、

い
よ
い
よ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
具
現
化
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

私
も
政
権
与
党
の
地
方
議
員
と
し
て
、
県

民
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
是
々
非
々

の
立
場
で
正
々
堂
々
と
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
更
な
る
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

県
知
事
候
補

橋
本
剛（
40
才
）

推
薦
！

さ
て
、
今
年
の
県
政

の
課
題
と
し
て
は
、
先

ず
な
ん
と
い
っ
て
も
県

知
事
選
挙
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

新
し
い
知
事
の
も
と

に
『
新
生
長
崎
』
と
し

て
活
力
と
信
頼
を
取
り

戻
す
か
、
行
き
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
３
期
12
年

の
金
子
県
政
の
継
承

か
、
を
問
う
選
択
選
挙

で
あ
り
ま
す
。
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
長

崎
県
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
私
た
ち
は
総
力
を
結
集
し
て
『
橋
本
　
剛
』

知
事
候
補
を
推
薦
し
闘
う
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
年
の
県
政
の
課
題
案
件
！

金
子
県
政
の
積
み
残
し
た
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
今
後
新
知
事
の
も
と
で
課
題
解

決
に
向
け
て
県
議
会
議
員
と
し
て
誠
心
誠
意

の
議
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

主
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
案
件
は
①
新
幹

線
長
崎
ル
ー
ト
②
県
庁
舎
建
て
替
え
③
石
木

ダ
ム
④
諫
早
湾
干
拓
開
門
調
査
の
是
非
⑤
つ

く
も
苑
建
て
替
え
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
皆

様
の
ご
意
見
を
聞
き
今
後
の
長

崎
県
政
の
前
進
に
向
け
県
民
の

目
線
で
対
処
い
た
し
ま
す
。

尚
、
平
成
26
年
開
催
の
長
崎

国
体
ま
で
残
り
４
年
と
な
り
ま

し
た
。
諫
早
市
で
開
催
予
定
の

７
競
技（
①
陸
上
競
技
②
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
③
柔
道
④
重
量
挙
げ

⑤
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
⑥
ゴ
ル
フ
⑦

カ
ヌ
ー
）
に
つ
い
て
は
地
元
開

催
競
技
の
成
功
に
向
け
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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長崎県議会議員

県県政政にに活活力力！！ 地地域域ににぬぬくくももりりをを！！
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だより

長
崎
県
議
会
議
員

長崎県議会議員
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ご相談は
お気軽に！

コ

ラ

ム

江

戸

町君の夢、はばたけ今、ながさきから
2014年長崎国体・スローガン

文
教
厚
生
委
員
会
分
科
会
報
告

長崎県知事候補の橋本　剛氏と必勝の握手！頑張ります！

謹賀新年謹賀新年謹賀新年

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
視
察（
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
）

文
教
厚
生
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
質
疑
提
言
を
行
う



自
席
か
ら
関
連
質
問
を
行
う

（
長
崎
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
に
つ
い
て
）

全
国
育
樹
祭
で
施
肥（百

花
台
公
園
）

端
島（
軍
艦
島
）を
視
察

長
崎
県
沖
縄
戦
没
者
慰
霊
祭
に
出
席

（
摩
文
仁
丘
慰
霊
塔
）

活動スナップ

補
正
予
算
の
主
な
内
容

・
企
業
立
地
推
進
助
成
事
業
費

…
７
億
３，
１
６
８
万
５
千
円

神
の
島
工
業
団
地
用
地
購
入
、
全
日
空
空

輸
（
株
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
立
地
の
た
め
の

賃
貸
用
用
地
購
入
。

Ｈ
23
・
４
以
降
開
所
予
定
、
雇
用
規
模
４

５
０
名
。

・（
新
）有
料
道
路
特
別
対
策
費

…
４
億
６，
６
０
０
万
円

生
月
大
橋
無
料
化
対
策
。
生
月
大
橋
建
設

に
要
し
た
費
用
（
借
入
金
）
償
還
用
財
源
負

担
金
。
Ｈ
23
・
４
無
料
化
。

・（
新
）医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
事

業
費
…
…
…
…
…
29
億
５
５
６
万
１
千
円

災
害
拠
点
病
院
等
の
医
療
機
関
の
耐
震
整
備

を
行
う
た
め
の
基
金
積
立（
Ｈ
22
事
業
実
施
）

・（
新
）生
活
保
護
及
び
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か

11
月
定
例
県
議
会
は
11
月
27
日
〜
12
月
17
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
事
業
費
29
億
５
５
６
万
１
千
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
事
業
費
８
億
５，
１
５
０
万
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
42
億
１，
１
０
０
万
円
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
や
県
立
養
護
学
校
を
特
別
支
援
学
校
と
校
名
を
変
更
す
る
議
案
な
ど
34
件
を

可
決
、
承
認
、
同
意
致
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
請
願
６
件
を
採
択
し
、
意
見
書
20
件
、
決
議

１
件
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
３
期
12
年
の
在
任
期
間
を
持
っ
て
引
退
表
明
さ
れ
た
金
子
知
事
に
つ
い
て
は
今
回
の

議
会
が
最
後
の
定
例
県
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

か
る
市
町
実
費
負
担
に
対
す
る
補
助

（
国
１
／
２
、
県
１
／
４
、
市
町
１
／
４
）

な
お
県
、
市
町
の
地
方
負
担
に
つ
い
て
は
特

別
交
付
税
の
措
置
あ
り
。

可
決
し
た
主
な
条
例

・
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
人
事
課
）

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
（
現
在
、
船
員

保
険
法
の
補
償
と
な
る
非
常
勤
職
員
（
船
員
）

の
「
職
務
上
疾
病
・
年
金
部
分
」
が
労
災
保

険
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

・
長
崎
県
暴
力
団
事
務
所
の
排
除
に
関
す
る

条
例
（
警
察
本
部
）

県
民
生
活
に
大
き
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て

い
る
暴
力
団
事
務
所
等
の
排
除
を
推
進
し
、

県
民
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
、
県
、

県
民
、
不
動
産
所
有
者
等
及
び
建
設
業
者
の

一般会計補正予算
42億1,100万円を可決！

追加総合対策
239億39百万円を可決！

11月定例県議会報告・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
）

長
崎
県
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
指
定
管
理
者：

（
株
）コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
リ

ン
ケ
ー
ジ
、
指
定
期
間
Ｈ
22
・
４
・
１
〜
Ｈ

27
・
３
・
31
）

同
意
し
た
専
決
事
項

（
法
第
１
７
９
条
関
係
１
件
）

・
平
成
21
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

長
崎
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
平
戸
市
選

挙
区
）
の
実
施
に
伴
い
、
予
算
の
補
正
に
緊

急
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
１

７
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
っ
た
知
事
専
決

処
分
に
つ
い
て
、
議
会
へ
報
告
を
行
う
も
の
。

（
補
正
額
４，
１
２
８
万
円
）

可
決
し
た
請
願

○
改
正
国
籍
法
の
厳
格
な
制
度
運
用
に
つ
い

て
、
他

可
決
し
た
意
見
書

改
革
21
が
提
案
し
た
意
見
書
及
び
賛
成
し

た
意
見
書
の
主
な
も
の
。

○
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
に
つ
て

○
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
活
用
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

家
電
普
及
促
進
事
業
」及
び「
環
境
対
応
者

へ
の
買
い
替
え
・
購
入
に
対
す
る
補
助
制

度
」並
び
に「
太
陽
光
発
電
促
進
の
た
め

の
補
助
制
度
」の
延
長
等
に
つ
い
て

○
韓
国
・
釜
山
火
災
事
項
に
係
る
被
害
者
の

救
済
と
再
発
防
止
に
つ
い
て

○
農
業
共
済
事
業
の
健
全
な
発
展
に
つ
い
て

○
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

決
議
し
た
案
件

○
Ｈ
Ｔ
Ｂ
の
経
営
再
建
に
関
す
る
決
議

山
口
議
員：

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
は
諫
早

市
多
良
見
町
喜
々
津
川
河
口
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
で
は

カ
ヌ
ー
競
技
へ
の
理
解
と
競
技
人
口

拡
大
に
向
け
て
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
具
体
的
に
計
画
が
進

ん
で
い
る
。
指
導
者
の
確
保
、
艇
の

確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

寺
田
教
育
長：

今
年
度
ト
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

会
場
地
の
市
町
に
派
遣
し
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
育
成
と
指
導
者
の
資
質
向
上
と

競
技
団
体
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

次
年
度
は
小
中
高
一
貫
し
た
指
導
体

制
の
整
備
に
努
め
た
い
。

カ
ヌ
ー
艇
は
現
有
艇
の
活
用
と
合

わ
せ
更
新
整
備
を
図
る
。

山
口
議
員：

国
体
に
向
け
、
更
に
国
体
終
了
後

も
練
習
会
場
、
及
び
競
技
会
場
と
し

て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
艇
を

格
納
す
る
艇
庫
が
必
要
に
な
る
。
艇

庫
に
は
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣

所
が
含
ま
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
設
置

す
る
の
か
。

藤
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長：

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
か
ら
調
査
報
告
書

が
提
出
さ
れ
た
。
非
常
に
コ
ー
ス
は
よ

い
が
艇
の
管
理
の
た
め
の
艇
庫
の
確
保

が
必
要
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
今
後
諫

早
市
、
県
の
カ
ヌ
ー
協
会
と
の
調
整
を

実
施
し
て
進
め
る
。

長
崎
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
に
関
す
る
艇
庫
設
置
に
つ
い
て

関連質問に登壇！ 一
般
会
計
補
正
予
算
42
億
１，
１
０
０
万
円
を
可
決
！

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
必
要
な
事
項

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
県
立
高
等
学
校
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
「
盲
・
聾
・

擁
護
学
校
」か
ら「
特
別
支
援
学
校
」に
制
度

が
転
換
さ
れ
２
年
が
経
過
し
、
特
別
支
援
学

校
の
名
称
が
広
く
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま

え
県
立
養
護
学
校
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
も
の
。（
条
例
施
行
日
Ｈ
22
・
４
・
１
）

承
認
し
た
主
な
事
件
議
案

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
港
湾
課
）

長
崎
港
松
枝
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
及
び

松
ヶ
枝
緑
地
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

（
指
定
管
理
者：
長
崎
緑
地
公
園
管
理
事
業

共
同
組
合
、
指
定
期
間
Ｈ
22
・
４
・
１
〜
Ｈ

26
・
３
・
31
）

12月10日（木）
長崎新聞より


